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Qlik Sense × Python 連携（DB リアルタイム検索） 
 

Qlik Senseと Pythonを連携し、リアルタイムでデータベースの検索を行います。 

 

＜連携に必要なモジュール＞ 

 Anaconda 

実体は Pythonモジュールですが、利用頻度の高いライブラリが同梱されるため 

ライブラリインストールの手間が省けます。 

 

 Python連携に必要な追加ライブラリです。 

・grpcio 

・protobuf 

 

 検証環境 

・Windows 10 

・Qlik Sense June 2020 13.82.3 

・Anaconda 2020.02（64Bit） 

・MS Access 2013 

（MS Accessが導入されてない場合は、下記モジュールをインストールして下さい。） 

 

 https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=13255 

 

 サンプル（LiveDataフォルダ）の構成 

・data ：Accessデータベース（年月日別の乗客数データ） 

・python：データベース検索用の Pythonプログラム 

・qvf：リアルタイム検索アプリ 

・LiveData.bat：SSEプラグインサーバ起動バッチ 
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1 Anacondaのインストール 

1.1 下記Webサイトよりモジュールをダウンロードします 

https://www.anaconda.com/products/individual 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.2 インストーラの指示に従い、Anacondaをインストールします。 
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1.3 DOS画面を開き、「Python」と入力し、[Python 3.7.6]と表示される 

ことを確認します。確認後、一旦 DOS画面を閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

1.4 追加ライブラリをインストールします。 

・grpcio 

・protobuf 

 

管理者モードで DOS画面を開き、「grpcio」をインストールします。 

 

＜インストールコマンド＞ 

conda install grpcio 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「failed」になったときは、次ページもご参考ください。 
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続いて、「protobuf」をインストールします。 

 

＜インストールコマンド＞ 

conda install protobuf 

 

以上で、Anacondaのインストールは完了です。 

 

※HTTP 接続エラーが発生した場合 

プロキシ経由のインストールは、コネクションエラーが発生する事があります。 

 

 

 

 

エラー発生時は、「C:\ProgramData\Anaconda3」に 

「.condarc」ファイルを作成し、プロキシサーバの情報を入力します。 

 

<.condarcファイルの内容> 

proxy_servers: 

    http: http://[プロキシアドレス]:[ポート番号] 

    https: https://[プロキシアドレス]:[ポート番号] 

（記述例）http://192.168.1.1:80 

 

管理者モードで DOS画面を開き、プロキシ設定が反映されている 

ことを確認します。 

 

＜確認コマンド＞ 

conda config --show 

 

 

 

設定一覧に上記内容が表示されることを確認して下さい。 
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2 QMCの設定と SSEプラグインサーバの起動 

2.1 QMCの「Analytics Connections」画面より接続設定を追加します。 

 

 

 

 

 

 

パラメータは下記内容で設定します。 

・Name：Python 

・Host：localhost 

・Port：50053 

・Certificate file path： 

・Reconnect timeout(seconds)：20 

・Request timeout(seconds)：0 

 

2.2 Apps画面より、「qvf」フォルダの「QS×Python 連携(LiveData抽出).qvf」 

をインポートします。 

 

 

 

 

 

 

2.3 「LiveData.bat」を実行し、SSEプラグインサーバを起動します。 
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3 アプリの動作確認 

3.1 HUB画面から「QS×Python 連携(LiveData抽出)」を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 「LiveData抽出」シートを開き、テーブルチャートと折れ線チャートの 

乗客数が表示されることを確認します。 

  

 


